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 ９月８日、平成 23 年新司法試験の最終合格者の発表があり、本法科大学院修了生は７名

が合格しました。合格者の皆さんには心からお祝いを申し上げます。 

 ７名の全てが３年課程の修了生で、平成 23 年３月の修了生は３名が合格しました。また、

７名のうち２名が本学人文学部法学科の卒業生です。受験者数に対する合格率は 14.9％で

あり 74 校の法科大学院中 32位でした。合格率は昨年より若干低下しましたが、全国平均

である 23.5％との差は縮まってきております。 

第１期生が受験した平成 20 年の新司法試験では２名が合格し、翌 21年の新司法試験で

は４名、さらに昨年の平成 22年の新司法試験では６名と着実に合格者が増えてきておりま

したが、今年も、この傾向を維持することができました。 

私ども法務研究科教員は一丸となり、静岡県弁護士会など地域の方々の強力なバックア

ップを受けつつ、組織的な教育改善に取り組み、法曹教育を行ってきましたが、その成果

が現れてきたものと考えています。 

法曹を目指し勉学に励んでいる学生の皆さんが新司法試験に合格できるよう、現在行っ

ております教育改善や教育の在り方を継続的に見直しながら教育に努める所存です。 

 

 

 

 

 

 

  

  


